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　５月２５日からようやく学校が再開しました。
　今年の初めから新型コロナウイルス感染症がはやりだし、感染対策のた
めに３月２日から町内全小中学校がほぼ３カ月間の臨時休業となりました。
　学校に登校できない間、子どもたちはどのように過ごしていたのでしょう。
　両親が仕事に出ていて、子どもたちだけで留守番したり、おじいちゃん、
おばあちゃんと過ごしたり、学童保育に通ったりしたのでしょう。
　友達と公園で遊んだり、買い物へ出掛けたりすることもできず、ストレス
がたまる生活をしていたに違いありません。
　こういったときこそ、阿久比町の幼保小中一貫教育の教育理念にあるよ
うに、幼稚園・保育園の保育士、小中学校の教員、保護者、地域の方々、全
ての大人である皆が指導者として子どもたちを見守っていくことが大切で
あると考えます。

　オンライン教育が話題になっていますが、今こそ初心にかえり、各年齢に応じた「欠落なき教育」がな
されているか、同じ学校でクラスに差のない「落差なき教育」がなされているか、家庭から幼稚園・保育
園へ、そして小学校へ、さらに中学校へ進んでいくときに「段差なき教育」がなされているかを常に念頭
におき、阿久比町幼保小中一貫教育プロジェクトを推進していく必要があります。
　阿久比町幼保小中一貫教育プロジェクトでは、目指す１５歳の生徒像を次のように定めています。
〇自らを律し、自ら実践していく生徒
〇「生きる力」（社会で役立つ学力、社会で生きていく上で必要な人間性、社会で生きていく上で必要な
健康と体力）を身につけた生徒

　目指す１５歳の生徒像を実現するため「学習指導の一貫性」「阿久比町の特色ある教育」「基本的生活
習慣の確立」の３つの目標を一とし、阿久比町の子どもたちが真に生きる力を身に付けて義務教育を終
了できるよう阿久比町全体で取り組んでいけたらと思います。

　米国の教育学者である、「ドロシー・ロー・ノルト」が書いた、私の好きな詩を紹介させていただきます。

　この詩を胸に、阿久比町の子どもたちのために「幼保小中一貫教育」を実践していきますので、よろし
くお願いいたします。

阿久比町教育長　　田中　清高

～ 新教育長からの挨拶 ～

阿久比町

「批判ばかりされた子どもは、非難することをおぼえる」
「殴られて大きくなった子どもは、力にたよることをおぼえる」
「笑いものにされた子どもは、ものを言わずにいることをおぼえる」
「皮肉にさらされた子どもは、鈍い良心のもちぬしとなる」
「しかし、激励をうけた子どもは、自信をおぼえる」
「寛容にであった子どもは、忍耐をおぼえる」
「賞賛をうけた子どもは、評価することをおぼえる」
「フェアプレーを経験した子どもは、公正をおぼえる」
「友情を知る子どもは、親切をおぼえる」
「安心を経験した子どもは、信頼をおぼえる」
「可愛がられ抱きしめられた子どもは、世界中の愛情を感じとることをおぼえる」
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